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※他区の事例を参考に作成

一般公募
検討会議メンバー

による提案
区担当教育次長（区長）

による提案

公募の例

・校区内で募集

・大正区内で募集

・全市募集

・全国募集

区ホームページ等により募集

公募した学校名案を

検討会議にて

複数候補まで絞り込む

（絞り込みをした）学校名案について、児童生徒を対象にアンケートを行う

検討会議にて（アンケート結果を参考に）学校名案を選定する。

検討会議にてメンバーが学校名を提案
検討会議にて区担当教育次長(区長)が

学校名を提案

再編整備後の学校名の検討事例

【資料５】
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再編整備後の学校名および決定方法（他区の事例）

統合年 区 新校名 関係校 校名決定方法
新校下の
連合数

H27 大正区 鶴町小学校 鶴浜小が鶴町小校地に統合 保護者アンケートを行い、協議会で決定 １

H27 西成区 新今宮小学校
今宮小・弘治小・萩之茶屋小を
今宮中校地に統合し小中一貫校に

区担当教育次長（区長）の提案により
協議会で決定

３

H28 平野区 長吉東小学校 長吉六反小が長吉東小校地に統合
区担当教育次長（区長）の提案により

協議会で決定
２

H28 東淀川区 西淡路小学校 西淡路小が淡路小校地に統合
区担当教育次長（区長）の提案により

協議会で決定
２

H29 浪速区 浪速小学校
恵美小・日本橋小・日東小を

日本橋中校地に統合し小中一貫校に
区担当教育次長（区長）の提案により

協議会で決定
４

H30 住之江区 南港みなみ小学校
南港渚小・南港緑小を

南港南中校地に統合し小中一貫校に
校長の原案により協議会で決定 ２

R2 西淀川区 佃西小学校 佃南小が佃西小校地に統合
区担当教育次長（区長）の提案により

協議会で決定
２

R3 生野区 大池小学校
御幸森小が中川小校地に統合

※令和４年に舎利寺小の一部を統合し、
小中一貫校に

一般公募（市内）を行い、６案に絞り児童
アンケートを行い、協議会で決定

３
（舎利寺地
域の一部

R3 西成区 まつば小学校 松之宮小が梅南津守小校地に統合
区担当教育次長（区長）の提案により児童
アンケートを行い、協議会で決定

３

R4 生野区 生野未来学園
林寺小・生野小・舎利寺小の一部・西生野小

及び生野中を統合し、義務教育学校に
一般公募（全国）を行い、７案に絞り児童
生徒アンケートを行い、検討会議で選定

４
（舎利寺地
域の一部）

R4 生野区 田島南小学校
田島小・生野南小を

田島中校地に統合し小中一貫校に

一般公募（校区内）及び児童生徒から募集
を行い、６案に絞り児童生徒アンケートを
行い、検討会議で選定

２



（案２） 検討会議メンバー（または区担当教育

 次長〔区長〕）による提案

～10月 各メンバー（または区担当教育次長〔区長〕）

が学校名案を検討

10月 第２回検討会議

・各メンバー(または区担当教育次長〔区長〕）

が学校名案を提案

・学校名の決定方法について

（考えられる決定方法）

・検討会議にて選定

・児童や保護者を対象にアンケートを行う

〔児童や保護者を対象にアンケートを行う場合〕

11～12月 児童や保護者にアンケートを依頼

１月 アンケート結果集約

２月 第３回検討会議

・アンケート結果を参考に、学校名を選定
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学校名決定の進め方について

（案１） 公募

～10月 学校名募集アンケート案を作成

10月 第２回検討会議

・学校名募集アンケート案を提案、内容確定

・学校名募集方法（対象範囲、収集方法など）

11～12月 学校名募集

１月 募集結果集約

２月 第３回検討会議

・アンケート結果を踏まえた学校名の決定方法  

について

（考えられる決定方法）

・アンケート結果を参考に、検討会議にて選定

・検討会議において複数候補まで絞り込んだう    

えで、児童や保護者を対象にアンケートを行う

〔児童や保護者を対象にアンケートを行う場合〕

４月 児童や保護者にアンケートを依頼

５月 アンケート結果集約

６月 第４回検討会議

・アンケート結果を参考に、学校名を選定
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